
 
 

 

              平成２５年８月３０日 

内閣府（防災担当） 

 

 

平成２５年防災功労者防災担当大臣表彰式について 

 

 標記式典を下記のとおり執り行うのでお知らせします。 

 

記 

 

       ○ 日 時  平成２５年９月３日（火） 

              １３時３０分～ 

 

        ○ 場 所  合同庁舎第５号館講堂 

 

       ○ 出席者  防災担当大臣 ほか 

 

   ＊ 式典内容はカメラ撮り可 

 

【本件問い合わせ先】 

 内閣府政策統括官（防災担当）付 

 参事官（総括担当）付 古矢、加藤、五十嵐、後藤 

 電話：03-3501-5408（直） FAX：03-3503-5690 

記者発表資料 



 

平成２５年防災功労者防災担当大臣表彰式 

 

 

１ 日  時   平成２５年９月３日（火） 

１３：３０ ～ １４：００ 

 

２ 場  所   合同庁舎第５号館講堂 

              

３ 表彰式次第 

（開 式）           １３：３０ 

(1) 防災担当大臣あいさつ 

(2) 防災担当大臣表彰状授与 

(3) 受賞者代表謝辞 

         （閉 式）          １３：５０      

    

４  記念写真撮影               １３：５５ 

        （終 了）          １４：００ 



○　個　人

〔防災体制の整備〕

今 村 文 彦 (宮城県)

中 島 正 愛 (滋賀県)

村 上 仁 士 (徳島県)

〔防災思想の普及〕

中 山 あ い 子 (静岡県)

大 田 武 士 (三重県)

萩 野 茂 樹 (三重県)

井 上 重 人 (広島県)

○　団　体

〔防災体制の整備〕

三郷市自主防災組織連絡協議会 (埼玉県)

相賀自主防災会 (三重県)

光ヶ丘そばこ会 (三重県)

一般社団法人能登川地区まちづくり協議会 (滋賀県)

桃山学区自主防災会 (京都府)

鳥取市若葉台南六丁目自主防災会 (鳥取県)

〔防災思想の普及〕

裾野市地域地震防災指導員会 (静岡県)

折戸区自主防災会 (愛知県)

松山市自主防災組織ネットワーク会議 (愛媛県)

特定非営利活動法人さくらネット (兵庫県)

以上　７個人、１０団体

平成２５年防災功労者防災担当大臣表彰受賞者名簿



個人［防災体制の整備］

推 薦 者

い ま む ら ふ み ひ こ

今 村 文 彦

住 所

職 業

功 績 の 概 要

　同氏は、災害科学の第一人者として、特に津波工学の分
野において優れた成果を残しており、最先端の研究・教育
と地域の防災力の向上に幅広く貢献するほか、防災行政へ
有用な提言を行うなど、その活動は非常に幅広いものであ
る。
　研究活動においては、津波をはじめとした流体波動数値
計算等について高い学術成果を挙げている。これらに加え
て、日本自然災害学会の会長を務めるなど、本分野におい
ては余人を持って代え難い。
　また、防災行政においても、中央防災会議「南海トラフ
巨大地震対策検討ワーキンググループ」委員をはじめ、
「南海トラフの巨大地震モデル検討会」委員などを歴任
し、津波工学の専門家として幅広い知見と、深い考察に裏
打ちされた提言を数多く行うなど、防災体制の整備に多大
な貢献をした。

氏 名

功 績 概 要

内 閣 府

宮城県仙台市

東北大学教授



個人［防災体制の整備］

推 薦 者

な か し ま ま さ よ し

中 島 正 愛

住 所

職 業

功 績 の 概 要

　同氏は、建築構造、特に鋼構造の専門家として、平成１
６年から独立行政法人防災科学技術研究所兵庫耐震工学研
究センター長をつとめ、実大三次元振動破壊実験施設（Ｅ-
ディフェンス）の立ち上げから尽力し、兵庫県と「長周期
地震動による超高層建物の家具・外壁等への影響」につい
て共同研究を進めるなど、防災体制の整備に多大な貢献を
した。

氏 名

功 績 概 要

兵 庫 県 知 事

滋賀県大津市

京都大学教授



個人［防災体制の整備］

推 薦 者

む ら か み ひ と し

村 上 仁 士

住 所

職 業

功 績 の 概 要

　同氏は、徳島大学にて教鞭をとりながら４０年にわた
り、四国における過去の地震・津波の実態調査や、四国沿
岸域における津波予測・防災対策等について研究を重ね、
専門的な立場から行政や自主防災活動に対し有用な提言・
助言を行ってきた。
　また、「とくしま地震防災県民会議」会長として、県民
が総ぐるみで地震防災対策に取り組むための行動指針とし
て県が制定した「とくしま地震防災県民憲章」の策定に尽
力したほか、東日本大震災直後も、徳島県が設置した「地
震津波減災対策検討委員会」において、大津波を伴う巨大
地震への３６６に及ぶ対策を委員長として取りまとめ、南
海トラフ巨大地震等に備え徳島県が策定した「『とくしま-
０作戦』地震対策行動計画」の策定に大きく貢献した。
　さらに、東日本大震災の教訓を踏まえ、全国初の土地利
用規制を盛り込んだ「徳島県南海トラフ巨大地震等に係る
震災に強い社会づくり条例」の検討を行う「震災に強い社
会づくり条例検討委員会」委員長として条例案の取りまと
めに尽力するなど、防災体制の整備に多大な貢献をした。

氏 名

功 績 概 要

徳 島 県 知 事

徳島県徳島市

徳島大学名誉教授



個人［防災思想の普及］

推 薦 者

な か や ま あ い こ

中 山 あ い 子

住 所

職 業

功 績 の 概 要

　同氏は、裾野市地域地震防災指導員として多年にわた
り、裾野市の自主防災組織の防災力向上や防災訓練におけ
る指導、防災倉庫の点検、備蓄品等へのアドバイス、また
女性の視点を活かした防災全般のアドバイスを行って貢献
している。
　また、地域のイベントにおいても地震体験車等を活用し
た防災体験、ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）の推進、養護教
論という立場を活かした学童への防災教育を行うなど、防
災思想の普及に多大な貢献をした。

氏 名

功 績 概 要

静 岡 県 知 事

静岡県裾野市

裾野市立千福ヶ丘小学校養護教諭（再任用）



個人［防災思想の普及］

推 薦 者

お お た た け し

大 田 武 士

住 所

職 業

功 績 の 概 要

　同氏は、地域に「防災」という意識が根付いていない頃
から、地域の自治会活動の一環として、地域住民が主体と
なって取り組む防災活動のリーダー的役割を担ってきた。
　また、平成１９年度に市民を対象として、防災知識の豊
富な人材を育成するために始まった津市民防災大学の開講
初年度から、当該大学の実行委員として、さまざまなアイ
デアや講義内容についての提案をしてきた。当初は、実行
委員会のメンバーでありながら、本市の自治会連合会の会
長職も兼ねており、当時は、各自治会における自主防災活
動がまだまだ浸透していない時期ではあったものの、防災
に関する見識が深く、地域の防災活動に先進的な取組みを
取り入れてきた。
　さらに、防災に対する意識の高さと、何よりも防災に関
わる人材育成に関して尽力し、津市民防災大学修了生の地
域での活用を図るために、修了生への呼びかけや活用のた
めの名簿作成を提案するなど、防災思想の普及に多大な貢
献をした。

氏 名

功 績 概 要

三 重 県 知 事

三重県津市

無　職



個人［防災思想の普及］

推 薦 者

は ぎ の し げ き

萩 野 茂 樹

住 所

職 業

功 績 の 概 要

　同氏は、昭和５５年から福祉ボランティア活動をしてい
たが、平成７年に発生した阪神・淡路大震災時にボラン
ティア参加したことを契機に、災害時要援護者への支援の
必要性を感じ、障害者やボランティアと共に「失敗するた
めの防災訓練」と命名した実践的な避難所訓練の実施、津
市民防災大学の実行委員として、講座の運営や要援護者へ
の支援体験等を実施した。
　また、平成２３年には視覚障害者への避難経路の理解の
ための「触るハザードマップ」を作成するなど、防災思想
の普及に多大な貢献をした。

氏 名

功 績 概 要

三 重 県 知 事

三重県津市

会社経営



個人［防災思想の普及］

推 薦 者

い の う え し げ と

井 上 重 人

住 所

職 業

功 績 の 概 要

　同氏は、東日本大震災の被災地に赴き、現地で学んだ教
訓や感じたことを、自ら会長を務める自主防災組織はもち
ろん、呉市内の町内会、自治会等の団体に報告会や講演会
を通じて広く伝え、新たな視点での地域における防災の必
要性、重要性についての意識啓発に努めている。
　また、広島県が昨年度から実施している自主防災組織活
性化プロジェクトに参画し、県内の他市町の自主防災組織
の活性化及び当該市町の住民の防災意識の向上にも努める
など、防災思想の普及に多大な貢献をした。

氏 名

功 績 概 要

広 島 県 知 事

広島県呉市

無　職



団体［防災体制の整備］

推 薦 者

名 称

所 在 地

な か む ら と し ひ で

会 長 中 村 智 英

功 績 の 概 要

　同連絡協議会は、地域防災力の向上を目指した自主防災
組織による自発的な訓練を推進するための地域防災リー
ダーの養成を目的に、年３回「自主防災訓練指導者養成講
座」を開設し、防災リーダーとしての技術習得の場を提供
し、これまで４２４名が終了している。
　これにより指導者相互ネットワークの構築、自主防災組
織の中で指導者が育成されるなど、次に伝えていく指導者
育成のシステムが構築され、市内の自主防災組織全体の活
動が活性化するなど、防災体制の整備に多大な貢献をし
た。

功 績 概 要

埼 玉 県 知 事

代 表 者

三郷市自主防災組織連絡協議会

埼玉県三郷市



団体［防災体制の整備］

推 薦 者

名 称

所 在 地

ま つ な が あ き お

会 長 松 永 昭 生

功 績 の 概 要

　同自主防災会は、南海トラフ沖の地震及び大津波の襲来
が危惧されている地域であり、東日本大震災に衝撃を受
け、行政に頼るばかりでなく、一刻も早く地域の住民が安
全に避難できる場所を確保しようと、住民自ら、地権者、
地元建設業者の協力を得ながら、計４ヶ所の避難場所・避
難路を整備した。この結果、他の複数の自主防災会でも同
様の整備がなされるなど、防災体制の整備に多大な貢献を
した。

功 績 概 要

三 重 県 知 事

代 表 者

相賀自主防災会

三重県北牟婁郡紀北町



団体［防災体制の整備］

推 薦 者

名 称

所 在 地

な か に し す す む

会 長 中 西 右

功 績 の 概 要

　同会は、高台に位置している地域の特性から、東日本大
震災以降、沿岸部からの避難住民を地域で受け入れること
を視野に入れて、津波浸水エリアの自主防災組織と連携し
た「山が海を助ける」訓練を実施している。
　地域のつながりが薄れてきている近年、住民同士の「顔
の見える関係」を重視した取り組みは、地域コミュニティ
のあるべき姿であり、沿岸部の住民を受け入れるといった
地域を越えた活動は、尾鷲市のような大規模津波被害が懸
念される地域において、非常に重要な自主防災活動であ
り、このような取り組みが徐々に他組織にも広がりつつあ
り、このように他地域のモデルとなる自主防災の先駆的活
動により、防災体制の整備に多大な貢献をした。

功 績 概 要

三 重 県 知 事

代 表 者

光ヶ丘そばこ会

三重県尾鷲市



団体［防災体制の整備］

推 薦 者

名 称

所 在 地

ふ じ い ま さ ひ ろ

会 長 藤 居 正 博

功 績 の 概 要

　同協議会は、設立以来、地域課題の解決に向けて積極的
な取り組みをしている。その中でも、安全・安心事業部
は、防災・防犯に取り組み、安心して暮らせるまちづくり
のために、各自治会での自主防災組織結成への啓発・支援
活動を続けており、平成２２年度からは、自主防災組織
リーダー研修会を開催し、各自治会での自主防災組織の設
立に貢献している。
　また、平時はベンチ、災害時にはかまどとして使えるか
まどベンチを作製及び各自治会での作製指導を行い、災害
への備えをするとともに、地区における防災意識の向上に
貢献している。
　さらに、東日本大震災後には、ボランティアを募って、
ボランティアバスを出し、被災地へ復旧支援に５回にわ
たって赴き、被災地で活動するとともに、地区においてそ
の経験を伝えることで災害へ備える意識の向上を図るな
ど、防災体制の整備に多大な貢献をした。

功 績 概 要

滋 賀 県 知 事

代 表 者

一般社団法人能登川地区まちづくり協議会

滋賀県東近江市



団体［防災体制の整備］

推 薦 者

名 称

所 在 地

き た む ら ま さ よ し

会 長 北 村 正 義

功 績 の 概 要

　同自主防災会は、社会福祉施設、高齢者福祉総合施設と連携
し、大規模災害発生時における相互支援協力体制を構築して定期
的な訓練を実施するとともに、児童生徒に防災訓練を通じた防災
への芽生えを促し、将来の災害に強いひとづくり、まちづくりに
尽力している。
　また、社会福祉協議会と共催で防災講演会を開催するなど、地
域の各種団体と連携を図りながら、各種団体との連携による地域
防災力の向上のために努めるなど、地域の防災力向上に多大な貢
献をした。

功 績 概 要

京 都 府 知 事

代 表 者

桃山学区自主防災会

京都府京都市



団体［防災体制の整備］

推 薦 者

名 称

所 在 地

や ま だ よ し の り

会 長 山 田 義 則

功 績 の 概 要

　同防災会は、婦人消防隊、シルバー消防隊、レスキュー
隊を結成し、継続した活動を行っており、２４時間３６５
日災害に対応できる防災体制を構築している。
　また、地区内の老人福祉施設と合同で訓練を実施し、有
事の際の協力体制を構築していることや、小学校での防災
訓練の指導、助言等を行っていること、町内会の行事と防
災活動をセットにすることで、地域が一体となった防災活
動を行い、地域での防災活動の啓発、普及を積極的に行っ
ている。
　さらに、災害時要援護者対策においては、防災訓練の際
に支援者が要援護者の搬送訓練を実施し、訓練をふまえた
要援護者の個別支援方法の見直しを行うことで要援護者の
個別支援方法を確立するなど、地域の防災力向上に多大な
貢献をした。

功 績 概 要

鳥 取 県 知 事

代 表 者

鳥取市若葉台南六丁目自主防災会

鳥取県鳥取市



団体［防災思想の普及］

推 薦 者

名 称

所 在 地

す ぎ や ま の ぶ ゆ き

会 長 杉 山 信 行

功 績 の 概 要

　同会は、３３年間にわたる指導活動の中で、常に防災に
関わる情報の収集と技能の研鑽に努め、地域の実情に合っ
た知識の普及や訓練の助言を行っており、防災知識の習得
として、月１～２回の勉強会の開催、上級救命・普及員講
習の受講、年２回の県外への視察研修、地震体験車取扱研
修の受講、県等によるセミナーへの参加を通して最新情報
の習得に努めている。
　また、今年度からは女性の視点に立った防災思想の普及
の為、女性指導員の増員に取り組むなど、防災思想の普及
に多大な貢献をした。

功 績 概 要

静 岡 県 知 事

代 表 者

裾野市地域地震防災指導員会

静岡県裾野市



団体［防災思想の普及］

推 薦 者

名 称

所 在 地

な か が わ あ ず み

会 長 中 川 東 海

功 績 の 概 要

　同自主防災会は、設立以来地域の安全・安心を守るため
子どもの参加を中心とした地域防災訓練の実施、災害時要
援護者の居所掌握など地域住民への防災意識の普及・啓発
に努め、地域防災力向上に寄与した。
　平成２４年度に愛知県より防災貢献団体として表彰を受
け、平成２５年度は愛知県の防災人材育成研修事業である
「防災・減災カレッジ」の地域防災コースにて自主防災組
織の先進事例として講演するなど、防災思想の普及に多大
な貢献をした。

功 績 概 要

愛 知 県 知 事

代 表 者

折戸区自主防災会

愛知県日進市



団体［防災思想の普及］

推 薦 者

名 称

所 在 地

よ し か ね し げ る

代 表 吉 金 茂

功 績 の 概 要

　同会議は、平成２０年６月に松山市自主防災組織ネット
ワーク会議設立当初から、組織活動における応援協力体制
や情報共有・懸案事項の解決に積極的に協議して、市内全
域の防災力向上にも努めた。
　また、本会議が主催となって住民が考える住民のための
「防災講演会」を開催し、地震・津波、風水害、土砂災
害、自主防災活動についてそれぞれ専門の講師を招聘し、
地域に密着した講演を２日間開催して、延べ１,０００人の
参加者を集めるなど、防災思想の普及に多大な貢献をし
た。

功 績 概 要

愛 媛 県 知 事

代 表 者

松山市自主防災組織ネットワーク会議

愛媛県松山市



団体［防災思想の普及］

推 薦 者

名 称

所 在 地

い し い ふ き こ

代表理事 石 井 布 紀 子

功 績 の 概 要

　当団体は、阪神・淡路大地震において避難所での炊き出
し、子ども・障害者・高齢者の支援などを実施した「緊急
救護グループ『ＤＥＮＮＥＮ』」を母体とし、その後は、
防災・減災教育、災害にも強い福祉コミュニティづくり、
協働による市民社会づくりに取り組んでいる。
　平成２２年より、学校や地域で取り組むすぐれた防災教
育・活動を顕彰する「ぼうさい甲子園」（１・１７防災未
来賞）の事務局も担い、災害時に備えた防災（減災）教育
の普及・推進に積極的に取り組んでいる。
　また、企業、社会福祉協議会、ＮＰＯ、中央共同募金会
が協働して災害ボランティア活動を支援するしくみづくり
に関わり、災害ボランティア活動支援プロジェクト会議に
おいて、中央共同募金会と共にその事務局業務を担い、災
害ボランティア活動の環境整備を目指し、東日本大震災に
おいてもボランティア活動を推進するための人材派遣、資
源・物資提供、資金支援を行っている。
　さらに、東日本大震災により発足した「いわてＧＩＮＧ
Ａ－ＮＥＴプロジェクト」の事務局も担い、全国の学生に
よる災害支援活動・防災活動の取り組みに大きく貢献する
など、防災思想の普及に多大な貢献をした。

功 績 概 要

全 国 社 会 福 祉 協 議 会

代 表 者

特定非営利活動法人さくらネット

兵庫県西宮市
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